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「北方かわらばん」は、地方独立行政法人 北海道立総合研究機構 建築研究 

本部 北方建築総合研究所（旧・北海道立北方建築総合研究所）が発行してい 

るメールマガジンです。 

ホームページ等で配信登録された方にお送りしています。 

アドレスを登録した覚えのない方、登録内容の変更、配信停止は【管理者から 

のお知らせ】をご覧ください。このメールアドレスは配信専用のため、返信で 

きませんのでご了承ください。 

 

※ＭＳゴシックなどの等幅フォントでご覧ください。 
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第２１号の内容はこちらです。 

 

■イベントのお知らせ 

 □調査研究発表会（旭川）の開催について 

 □研究所施設公開デーについて 

 

■特集「建設系廃棄物の状況について」 

 

■研究紹介「自己修復コンクリートについて」 

 

■最近の研究所の動き 

 □被災建築物応急危険度判定の実施状況 

 □４月の業務報告 

 

■北総研からのお知らせ 

 □新しいスタッフから一言 

 □構造計算適合性判定センターから 
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■【調査研究発表会（旭川）の開催について】 

 

 日時：平成２３年５月１８日（水曜日）９：３０～１６：３５ 

 場所：大雪クリスタルホール（旭川市神楽３条７丁目） 

 

旭川での調査研究発表会も目前となりました。 

発表会の最新の内容については４月２８日に発行した増刊号でお知らせしたと 

おり、終了課題の発表に加え、海外調査報告と特別報告として東北地方太平洋 

沖地震に関する応急危険度判定の実施状況を発表します。 

 

なお、この発表会は日本建築士会連合会の認定ＣＰＤ講習会となっており、終 

日参加の場合は６単位、午前のみまたは午後のみの参加の場合は、３単位とな 

っております。 

 

なお、この調査研究発表会の案内チラシ・参加申込書については、次のホーム 

ページからダウンロードできます。 

http://www.nrb.hro.or.jp/120518happyoukai.html 

 

連休明けのお忙しい時期と思いますが、皆様のご参加をお待ちしております。 

 

（企画課 伊藤） 

 

 

■【研究所施設公開デーについて】 

 

今年も道総研施設を公開して、地域の皆様をはじめ、多くの方にご理解してい 

ただるよう、公開デーを実施します。 

 

昨年度から、地方独立行政法人化に伴い、林産試験場、上川農業試験場の施設 

公開と連動して、３週連続開催としたところですが、今年度も引き続き３週に 

わたり、次のように開催する予定となっています。 

 

 平成２３年７月２３日（土）林産試験場 

 『第２０回木のグランドフェア「木になるフェスティバル」』 

 

 平成２３年７月３０日（土）北方建築総合研究所 



 『来て☆見て☆はっけん！ほくそうけん公開デー』 

 

 平成２３年８月６日（土）上川農業試験場 

 『第１６回農と食の祭典』 

 

今年度も様々な企画で、皆様に楽しみながら道総研各施設を知っていただける 

よう検討をはじめたとこころです。 

 

北総研としての企画については、次回以降のメールマガジンで適宜お知らせい 

たします。 

 

（企画課 伊藤） 
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平成１２年に建設リサイクル法が施行され、いわゆるミンチ解体の禁止、そし 

て主要な建築材料はリサイクルが義務づけられたことと、合わせて中間処分場 

及び最終処分場の受入基準が厳しくなったこともあり、他の建設廃材も分別回 

収されるようになりました。 

しかし、現在でも建設混合廃棄物の最終処分率は約７５％と高いことからリサ 

イクル率の向上が望まれています。 

 

先日、最終処分場に伺い、実際に建設混合廃棄物を見学したところ、問題の建 

設混合廃棄物は「様々な種類の建設廃棄物が混合している」よりむしろ「新品 

時から複合材料や複合部材でそもそも分別不能であり、混合廃棄物として処分 

されるもの」や「傍目には分別されているが、最終処分場側から見れば分別が 

不十分なもの」が多く見られました。 

 

最終処分場では、持ち込まれる廃棄物を「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」 

の分類に厳密に従い、埋立処分を安定型処分場で行うか管理型処分場で行うか 

を決定しています。 

一例ですが、建材を包装していたビニール袋（廃プラスチック類）に洗ってい 

ない容器（動植物残渣＋廃プラスチック類）が一つ入っているだけで建設混合 

廃棄物となり管理型処分場で埋立処分されます。 

この場合、厳密に分別してあれば建設混合廃棄物としてではなく廃プラスチッ 

ク類として安定型処分場で埋立処分されます。 

 

このように建設系廃棄物の排出側と受入側の意識の違いが、建設混合廃棄物の最 

終処分率が高い理由の一つと考えられます。 



ただ、これについては建設現場での分別解体及び収集を徹底することで「統計 

上は」建設混合廃棄物の最終処分率を減らすことが可能です。 

しかし、これでは建設系廃棄物の最終処分量の問題としては何の解決にもなら 

ず、最終処分では「混ぜればゴミ、分けてもゴミ」の状況に変わりはありませ 

ん。 

 

建設系廃棄物の最終処分量自体を減らすためには、建設リサイクル法対象材料 

以外の材料のリサイクル方法及びそのリサイクル品使用用途の確立が早急に必 

要です。 

今後、建築サイドとしての建設系廃棄物に対する取り組みとして、現場での分 

別解体・収集だけに頼るのではなく、例えば新築時に材料や工法でなるべく複 

合した材料や工法を使用しないなど、検討すべき内容は数多くあります。 

 

北方建築総合研究所では今年度から建設系廃棄物研究会を立ち上げ，この問題 

に対する対応を検討していきます。 

 

（性能評価Ｇ 松村） 
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現在、建築物は長寿命であることが求められ、主要構造材料であるコンクリー 

トも高い耐久性と信頼性が求められています。 

建築物は、屋外環境に置かれ、気象条件の影響を受け劣化します。 

北海道のような寒冷地では、凍結融解作用に代表される厳しい気象条件の影響 

を受けています。コンクリートが凍結融解を受けると微細なひび割れが発生し、 

微細なひび割れの存在が中性化の進行を早めることもわかっています。 

 

一方、コンクリートには古くから自らに入ったひび割れを自ら修復する自癒作 

用があることが知られています。 

しかしながら、メカニズムや修復可能となるひび割れ幅等が明かではなく、自 

己修復効果を期待するコンクリートの製造は困難でした。 

これが実現出来れば、コンクリートの信頼性は格段に向上すると考えられます。 

そこで当所では、凍結融解等で生じる微細ひび割れを、セメントに比べ反応が 

遅いと考えられる混和材料の反応により修復することを期待する自己修復コン 

クリートの研究を進めています。 

 

平成１６年からはフライアッシュを使用する自己修復コンクリートの研究を行 

っており、自己修復性状，コンクリート品質の確認を行うとともに、長期暴露 

試験を行っています。 



促進試験による評価では、フライアッシュ混和による高い自己修復効果が確認 

され、暴露試験では、現在の期間は３年と短いですが、フライアッシュの混和 

による自己修復効果が認められてきています。 

 

平成２１年からは、高炉スラグを利用した自己修復コンクリートに関する検討 

を進めています。 

これまでの検討から、利用する混和材料によって、反応速さが異なることがわ 

かり、自己修復が期待出来る供用期間も異なることが考えられます。 

今後も、低環境負荷で高い信頼性を持つコンクリートを目標に研究を進めてい 

きます。 

 

（構法材料Ｇ 谷口） 
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■【被災建築物応急危険度判定の実施状況】 

 

平成２３年３月１１日に三陸沖を震源とするＭ９．０の大規模な地震が発生し、 

東日本を中心に広範囲な地域が被災しました。 

この地震発生から１ヵ月経過した後、被災した宮城県から北海道に対して、震 

災建築物応急危険度判定士の派遣支援の要請がありました。 

 

北海道からは一次・二次で各１０名、計２０名が派遣され、道総研建築研究本 

部からは職員３名が支援のため、判定活動に従事してきました。北海道隊の判 

定期間は、一次派遣が４月１６日～１８日、二次派遣が４月１９日～２１日の 

各三日間です。 

 

派遣地となった宮城県多賀城市は、仙台市の北東約１５ｋｍに位置し、仙台市 

に隣接する人口６万２千人ほどの都市です。今回の震災では、震度５強による 

地震動や津波浸水により約１万５千人が被災しました。特に、海岸部は津波被 

害により、約２００人の方々が亡くなりました。 

 

判定初日は、市役所の対策本部会議室においてガイダンスを受けた後、判定地 

区までバスで移動し、判定活動を実施しました。その後の２日間は、朝から夕 

方まで、ひたすら判定活動を実施することとなりました。 

 

判定地域は新田・山王・南宮・桜木地区で、木造の戸建や集合住宅が９割以上 

を占める地域です。北海道隊は、被災無建築物７５９棟の判定調査を行い、そ 

の判定結果は危険８％、要注意２０％、調査済７２％となりました。 



判定対象建物は、平成年代に建設された物件が多く、８２年の建築基準法改正 

以降の建物が殆どを占めていたことから、全壊に至る建物は殆ど見あたりませ 

んでした。建物の被害状況は、外壁の大きな損傷や構造的な被害を受けている 

ものはそれほど多くはありませんでしたが、屋根瓦の落下やブロック塀が倒壊 

しているもの、電柱の傾斜等が散見されました。 

 

今回の派遣は、悪い気象条件（気温が低く、強風や降雨）の中での判定活動と 

なったため、各判定士にとって肉体的に厳しいものとなりました。しかし、被 

災地の方々から判定活動に対して、感謝の言葉をかけられることが多かったた 

め、緊張感が持続できた判定活動となったことと、住民対応の重要性をも実感 

することとなりました。また、今後、何時でも判定活動に出動できるよう、恒 

常的な心構えが必要なことも併せて感じられる判定活動でした。 

 

最後に、被災された住民の皆様に心からお見舞いを申し上げるとともに、お亡 

くなりになった方々に哀悼の意を表します。 

 

（居住科学Ｇ 高橋） 
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■【４月の業務報告】 

 

平成２３年４月の受付件数 

 

□依頼試験（担当：性能評価課） 

依頼試験 １１件 

設備使用  ７件 

性能評価  ３件 

 

□施設見学（担当：企画課） 

件数    ５件 

人数   ４９名 

 

□技術相談（担当：企画課） 

件数   ２０件 
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■新しいスタッフから一言 



 

居住科学部（計画系）新人の馬場麻衣と申します。はじめまして。私は、大阪 

府吹田市出身で、この３月までは福井大学（福井県）に在籍していました。こ 

の度ご縁があって、全く知らない北海道に来ることになり、新しい土地や文化 

に触れられることにわくわくしています。部では唯一の道外出身者なので、そ 

の視点を活かし、よりよい住環境をつくることに貢献できるよう、これからが 

んばりたいと思います。 

(居住科学Ｇ 馬場麻衣） 

 

この度、４月１日付けで居住科学部居住科学グループに採用になりました、阿 

部佑平と申します。生まれ育った北海道の地で、これから北海道の快適で安全 

・安心な住環境の創出などの研究に携わることができ、光栄に思っております。 

分からないことも多く、未熟な者でございますが、失敗を恐れず何事も全力で 

取り組み、道民のために貢献できるように頑張っていきますので、よろしくお 

願いいたします。 

（居住科学Ｇ 阿部佑平） 

 

環境科学部構法材料グループの遠藤です。これまでは、国土交通省東京航空局 

というところで２年間働いておりました。地元は北海道の幕別町です。故郷で 

ある北海道のために働けること、希望していた建築の研究という形で貢献でき 

るということを大変嬉しく思います。この恵まれた環境を生かして、北海道の 

ため、自分のために精一杯がんばります。皆様、よろしくお願いします。 

（構法材料Ｇ 遠藤 卓） 

 

北海道職員として採用されて、１３年間函館建設管理部（旧土現）におりまし 

た。この度、性能評価課に配属になり、今までとは違う分野での仕事となりま 

すが、この１ヶ月間研究内容、試験等を拝見し、非常に興味深い仕事に携わる 

ことができる場所で仕事ができることを嬉しく思います。できるだけ、早く業 

務に慣れ努力していきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

（性能判定Ｇ 杉森弘忠） 
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■【構造計算適合性判定センターから】 

 

□４月の判定業務 

受付   ４７件（６７棟） 

結果通知 ３７件（５０棟） 

 

４月の判定依頼は、共同住宅８件、店舗７件、学校６件、工場５件、倉庫・車 

庫５件の他、福祉施設、事務所、病院等でした。 



 

総判定日数（受付から結果通知までの期間）の平均は３４．５日、実判定日数 

（設計者の修正期間を除く実際の審査期間）の平均は１０．４日でした。 

 

判定依頼件数は、例年３月から６月がピークで、現在判定依頼が集中していま 

す。当判定センターでは、外部の構造計算適合性判定員の方々にもご協力を頂 

きながら迅速な適合性判定に努めていますが、建築主事並びに各指定確認検査 

機関、設計者の皆様には、建築確認申請における構造計算書等の不備や不整合 

がないか確認されますようよろしくお願いいたします。また、当センターから 

の照会等には、できるだけ速やかにご対応頂きますようお願いします。 

 

（構造判定Ｇ 十河）  
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【編集後記】  

 

ゴールデンウイークが明けて少しずつ予算が使えるようになり、研究や成果普 

及活動が始まってきました。 

今年の研究発表会は、北総研庁舎でなく旭川市内の施設を使用します。例年参 

加されている方、お間違えの無いようにご注意願います。発表会では海外の最 

新情報もお届けしますのでご期待ください。では、会場でお待ちしています。 

 

（企画課 古屋） 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

   管理者からのお知らせ 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 

アドレスを登録した覚えのない方は、お手数ですが下記の各種お問い合わせ専 

用アドレス宛てにメールにてお知らせください。 

登録内容の変更や配信停止は、下記のアドレスをクリックしていただき、ホー 

ムページ上で手続きを行ってください。クリックしても正しく表示されない場 

合は、アドレスをコピーしてブラウザに貼り付けてご利用ください。 

メールアドレスの変更、配信停止の手続きを行ったにもかかわらず、行き違い 

により配信される場合がございますので、ご了承ください。 

 

■購読申込・変更・配信停止はこちら 

 http://www.nrb.hro.or.jp/provide/sendmail_newsletter.html 

変更・配信停止の場合は、ご意見、ご質問欄に「変更」または「配信停止」と 

記載してください。 

 



■各種お問い合わせメールフォーム 

 http://www.nrb.hro.or.jp/sendmail.html 

 

ご登録いただいた情報は、メールマガジンの配信及びイベント情報の配信を目 

的として利用し、それ以外の目的に使用することはありません。 

 

─────────────────────────────────── 

発行：（地独）北海道立総合研究機構 建築研究本部 北方建築総合研究所 


